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1．はじめに   

近年，高さ1，000メートルを越す超高層建物をめぐる  
議論がなされるようになった．日本建築センターにはハ  

イパービルヂング研究会が設置され，多くのメンバー  
によって多角的に検討が進められている．これらの議  

論は様々な角度から行われているが，重要かっ基本的  

な点において十分議論されているとはいい難い．高層  

化によって建物の総面積は増加するし，建物のある1  

地点から別な1地点までの距離や所要時間も変化する．  
しかしその変化が垂直方向の輸送機関（エレベーター  

等）の性能に依ってどのようなものになるかを，建物  

や建物群全体を視野に入れて統一的に議論できないで  

いるからである．   

大規模な建築や建築群は単なる建物ではなく郡市で  
あるという言い方がなされることが多い．都市とは単  

に人が多いことで都市といわれているわけではない．す  
なわち極端な話，牢獄が都市ではないことは明かなよ  

うに単に量が多いだけではなく，ここでは自由な活動  

の出現が保証されること，すなわちある地点から別な  

地点までの移動が自由に行えることが重要である．そ  

こで最低限この移動という目から建物群を見直すこと  

により，人工物を都市として利用（移動）する上での  
“空間の構造”のチェックが必要になってくる．   

i 移動時問分布   

そこで，最初のチェックとして，与えられた空間にお  

ける移動時問（距離）の分布を求める，ことにする．こ  

れを言葉で表現するのは難しいが，これは与えられた  

あらゆる2地点（床面の）の移動を前提とした時間（距  

離）の全体分布ということになる．数式で表現すれば  

与えられた建物群のすべての床平面の任意の2地点を  

Pl，巧（ともにベクトル）とし，その移動時間（移動距  

離）をr（月十巧）で表示すれば，移動時間f以下の2地  
点のペアーの塁F（f）は  

F（f）＝〟…，＜td賞寸巧  （1）  

と表現できる・ここでいう移動時間分布とは上記F（り  

を1で微分したもの，すなわち丁度時間tの地点ペアー  
を密度で表現したものということができる．   

そこでまず可階建ての建物を考え，一つの階は簡単  
なために，長辺をα，短辺を♭の長方形から成るもの  

とする．するとこの長方形内をrectilinear距離（マン  

ハッタンディスタンス）で移動する場合の距離分布は  

文献【1】で示してあるので，距離を水平移動の速度（歩  
行では4km／時間）で割ることにより，時間分布を出す  
ことができる．   

一方異なる階の移動については，エレベーターの速  

度や待ち時間を考慮して，近似的に以下のように分布  
を求めることができた（文献【2】）．ただし，この場合  

は時間を距離に換算しており，平均待ち時間に相当す  

る距離の平均値をc／2，ん離れた階のエレベーターに  

よる移動時間（距離）をdん，分数をケ孟とすると  

′↓3＝（α＋ム1一小dん，   

J三＝（α2＋ゐ2＋2c2）＋戎  
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図1総面積一定の建物の異なるプロポーション  
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とおいて，   

一 
e  

ノ；（γ）＝扁 

となっている．   

3．実際の計算  

全体の移動時問分布を計算することができる．   

そこで総床面積1，000，000m2の建物を考え，図1のよ  

うに階数を1から200まで変化させるものとする．式  

（2）における待ち時間やエレベーターの速度は，建物内  

をどの位の人が移動するかという需要に左右されるの  

で，これを決めるのは実際の高層ビルでデータを得る  

必要がある．   

今回はこの作業が十分でないので，通常の建物のお  

よその数値として待ち時間の平均を1分，エレベーター  

の速度50m／分を1例にとり，つぎに極端な例として平  

均待ち時間を5分，エレベーターの速度を200m／分と  
し，待ち時間2通り，エレベーターの速度2通りで，4  

つの組合せにつき移動時間分布を求めた．   

まず図2は平均待ち時間が5分，速度が200m／分の  

場合だが，これは待ち時間が大きくて階数が50，100，  
200ではとんど差がない．エレベーターの速度を下げて  

も全体が少し右へずれるもののはとんど違いがあらわ  

れず，この程度の待ち時間の場合，移動時間分布がほ  

とんど階数にかかわらず同じものであることがわかる．   

つぎに図3は平均待ち時間が1分，エレベーターの  

速度が200m／分と速い場合のものであるが，エレベー  

ターの速度は100階200階の建物になってはじめてそ  

の効果があられることがわかる．   

最も悪い例として，平均待ち時間を5分，エレベー  
ターの速度を50m／分とした時の200階の分布をエレ  

ベーターがない1階建てと比較すると図4のようにな  

る．これをみると，200階の建物は1階の建物よりも移  
動時間分布が長い方にシフトしている．この程度のエ  

レベーターの性能では，とても200階を積む意味はな  
いことがわかる．   

4．おわりに   

（2）   

ここで建物の階数を花とすると，同一階での移動は  
几通りあり，異なる階の移動については，階差がたの  

とき，2（乃－ん）通りである．そこで前章の時間分布に  

これらの場合の数をかけて加えると，几階建ての建物  
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図2 平均待ち時間5分エレベーター速度200m／分  

の場合の移動時問分布（図中の数字は階数）  

エレベーターの速度と待ち時間についていろいろ変  

化させて移動時間分布をみてみると，図1で示したよ  

うな規模の建物の場合，まず待ち時間が重要である．特  

に階数が100階程度までは，エレベーターの速さより  

も待ち時間で移動時間分布は決ってしまう．そしてエ  

レベーターの速さがきいてくるのは100階以上のとき  

であり，200階ではエレベーターの速度が速くないと，  

せっかく積み上げた意味がなくなる．   
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図3 平均待ち時間1分エレベーター速度200m／分  

の場合の移動時問分布（図中の数字は階数）  
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図4 エレベーターの性能が悪い場合の200階と1階との比較  
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